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NewMeKに よる風向風速と気圧分布特性のモニタリング

WindandAirPressureDistributionAnalysesUsingNeWMeK

前 田 潤 滋*,友 清 衣 利 子*,石 田 伸 幸**

JunjiMAEDA,ErikoTOMOKIYOandNobuyukiISHIDA

TheoutlineofthenetworkforwindmeasurementsysteminKyushu,NeWMeK,isgivenincludingthe

specificationofabarometerequippedateveryobservationpointinKumamotoandKagoshimaPrefectures.

Theauthorsinvestigatedsomeofairpressurerecordswhichwereobtainedwhenatyphoonandatomado

approachedtheNeWMeKsites.Itisfoundthatsomeoftimeevolutionsoftheairpressurerecordsshowa

sharperdropofairpressureinacaseofthetomadothanthetyphoon.Itisconfirmedthatthenewversionof

NeWMeKiswelloperating.
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1.は じめに

九州電力(株)で は,送 電鉄塔 を利用 した広域高密度風

観測ネ ッ トワークシステム(NetWorkforWindMeasurement

inKyushu,以 下NeWMeK)を 構築1)し,1995年 以来,観 測

を行っている.こ れまでにも本システムを利用 し,季 節風

や台風時の強風分布のモニタリングや風況特性に及ぼす局

所地形の影響 に関する報告2～7)を行って きた.と くに文献

4)では,NeWMeKの 全面運用開始後の九州に甚大な被害を

及ぼ した最初の台風である1999年 の台風18号 について,

NeWMeKを 利用 した強風分布特性を報告 している.
一方でNeWMeKは20㎞ 四方に一っの観測点を持つ高密

度配置ではあるが,竜 巻や ダウンバース トな どのよ うに被

害範囲が数 ㎞ 以下になる局所的な強風 を把握す ることは

困難で ある.著 者 グループは,風 速計では捉えきれない局

所風に伴 う気圧変化を把握す るために,2002年3.月 より熊

本 と鹿児 島両県内の観測点全てに気圧計を配置 して観測を

始めた.

本 報 告 では,新 た に配 置 した気 圧 計仕 様 を含 めて

NeWMeKシ ステムの概要 を紹介 し,本 システムを用いた強

風及び気圧記録の観測例について 報告する.
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2.NewMeK概 要

2.1風 向風速計の基本構成

1)観 測点の配置

観測点は20㎞ 四方に一箇所の設置を目安 とし,平坦部の

他にその地域のいわゆる 「局所風」の特性 を把握できるよ

う,島嶼,沿 岸崖上部,山 稜 山間部な どに配置 した.2003

年10月 での観測地点数 は122箇 所である.図1に 全体配置

図を示す.図 中,■ がNeWMeKの 観測点である.

2)風 向風速計の選定 と設置高度

観測塔には九州電力(株)の 送電用鉄塔を利用 してい る.

大部分の観測点が無電源 であることと長時間での耐候性を

考慮 し,光 パルス方式の風車型風向風速計を使用 した.写

真1に 風速計の設置状況を示す.風 速計の測定最大風速は

90m/sで,距 離定数はメーカー仕様で8m(106箇 所)と7.2m

(15箇 所)で ある.風 速計の設置位置は,鉄 塔 自身お よび

周辺構造物の影響 を受 け難いよ うに送電用鉄塔の最頂部 と

した.風 速計の取 り付け地上高さは地上15mか ら190mで

ある.図2と3に 風速計の取 り付け地上高さとその分布 を

示す.風 速計の取 り付け高 さは30～50mに 集 中している.

3)測 定デー タの伝送お よび集積方法

使用 した送電鉄塔に敷設 されている光ケーブルを用いて,

風向風速計の出力信号を九州電力(株)各 電カ所(九 州管



図2風 速計取り付け地上高さ

図3風 速計取り付け地上高さ分布

図lNeWMeK全 体配置図

図4NeWMeKデ ータ集約 システム

写真1風 速計設置状況



内で20箇 所)に 伝送 して一時的に集積 した後,各 電力所の

データを本店に集約す る.図4に 計測データの集約手順を

示す.

4)観 測記録の仕様

集積 される風向風速記録の仕様は以下の通 りである.

① 風向風速 ともスキャニングレー トは4Hzで,風 向は

16方 位 に分類 して記録する.

②10分 毎及び1分 毎の最大瞬問風速値 とその風向は,デ
ータサンプリング4Hz(0.25秒 毎)の 出力値をとる.た だ

し,デ ータ容量の制限か ら,4Hzサ ンプルデー タの全量は

伝送 しない.

③0.25秒 毎のサンプルデータ4個 の平均値を 「1秒評価

値」 として,風 速お よび風向を1日 分保存す る.連 続波形

として残 され るのはこのデータであ り,本 システムの基本

データとなる。なお,風 速値の分解能はm/s単 位 で小数点
一桁である.図5に1秒 評価値での風速 と風向の記録波形

を示す.1999年 台風18号 時,熊 本県の観測点No.72で の風

速風向の観測例である.

観測 を始 めた.気 圧計の設置位置は全て同じで,送 電鉄塔

柱脚部高 さ10mの 位置である.た だ し温度計は併置 してい

ない.設 置状況を写真2に 示す.気 圧計には電気式気圧計

を用いてお り,測 定気圧範囲は600～1060hPaで ある.

気圧データの分解能は,単 位hPaで 小数点一桁である.1

分間の平均値お よび10分 間の平均値を記録 してい る.また,

1時 間ごとの平均値,最 大値,最 小値を記録す ることも可能

であ り,最 大値および最小値は10秒 平均値である.

2)気 圧記録の補正

NeWMeKで は,観 測点で実際に観測 した現地気圧が保存

され るが,標 高の異なる観測点で測定 した気圧を相互比較

す るためには,海 面更正を行 う必要がある.図6,7に 観測点

標高 と観測点標高の分布を示す.観 測点標高は0～1,ll8m

とばらついているが,お おむね標高700mよ り低い地点で観

測を行っている.

海面更正には以下の式8)を用いる.現 地気圧をP,観 測地

点の重力加速度をg,気 圧計の海面か らの高さをZと すると,

gz
P0=P+P(eRT1’m-1)

こ こで,Rは 乾 燥 空気 の気体 定数(=287 .05m2s-22K-2)

で あ る.ま た,TVn,は 海 面か らZま で の平 均仮 温度 で,

TVm=273.15+tm+,gm

である.こ こで,ｔｍ(℃)は 気柱の平均気温で,観 測地点

の気温をt(℃)と し,気 温の高度による減率を0.5℃/100m

(日本における下層大気の平均的な値)と 仮定 して

図5観 測 波形例(1999年9.月24日 宇 土 半島No.72)

2.2気 圧測定の仕様

1)基 本構成

気 圧計はNeWMeKの 観測点の うち,熊 本お よび鹿児島両

県内45箇 所の全観測点に配置 されてお り,2002年 の3月 に

図6観 測点標高

写真2気 圧計設置状況 図7観 測点標高の分布












